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世田谷区基本構想審議会第３部会（第２回） 会議録 

 

【日  時】 平成 24 年４月 25 日（水） 午後６時～午後８時 

【場  所】 世田谷区役所第３庁舎３階 ブライトホール 

【出 席 者】 

■委 員  大橋謙策（部会長）、森田明美（副部会長）、大森猛、宮田春美、 

上野章子、宮本恭子、風間ゆたか、田中優子、 

小林正美（第２部会）、永井多惠子（第２部会） 以上 10 名 

■ 区   金澤生活文化部長、藤野保健福祉部長、板谷地域福祉部長、萩原子ども

部長、西田世田谷保健所長、佐藤教育委員会事務局次長、古閑教育委員

会事務局部長、小田桐政策企画課長、澤谷財政課長、田中政策研究担当

課長、笹部政策経営部副参事、吉田政策経営部副参事 

【会議公開可否】 公開 

【傍 聴 人】 12 人 

【会議次第】 議 題 

１ 世田谷区の取組みについて 

２ その他 

【配付資料】 １ 障害福祉施策 

２ 高齢者保険福祉・介護施策 

３ 子ども・子育て支援施策 

４ 健康づくり施策 

５ 男女共同参画施策 

６ 教育施策 

７ 各部の計画・審議会における議題 
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午後６時開会 

（事務局・田中政策研究担当課長） 

 定刻になりましたので、世田谷区基本構想審議会第３部会の第２回を始めさせていた

だきたいと思います。私は４月１日付けで政策経営部政策研究担当課長に参りました

田中と申します。第３部会を担当させていただきます。どうぞよろしくお願いいたし

ます。では座って進めさせていただきます。 

 部会の議事の進行に入ります前に、事務局の方から事務的な確認をさせていただきま

す。初めに資料の確認でございますが、事前にお送りした資料といたしまして、世田

谷区の取組みについてという束がございます。資料１の障害福祉施策から教育施策ま

で６分野の資料を事前にお送りさせていただいていると思います。それに加えまして、

本日机の上に置かせていただいた資料７というＡ３の横長の資料でございますが、各

部の課題のマトリックス（各部の計画・審議会における課題）という大きな図を１つ

本日配らせていただいています。その他に基本構想審議会の進め方ですとか、前回の

議事要旨、座席表、名簿などをお手元に置かせていただいていると思います。資料は

おそろいでしょうか。何か不足がございましたら、議事の途中でも手を上げていただ

ければ担当が参りますのでよろしくお願いいたします。なお、委員の皆様にお願いで

ございますが、本日傍聴の方もいらっしゃいますので、発言の際にはマイクをお使い

いただくようにお願いいたします。 

 本日の出席者でございますが、第３部会の委員の中では坂東委員が本日都合によりご

欠席というご連絡を受けております。また宮田委員は出席のご予定でございますが、

少し遅れるということでございます。また他の部会の委員といたしましては、第２部

会から小林委員、永井多惠子委員、永井ふみ委員がご出席というご連絡をいただいて

おりますが、小林委員は今お見えになりまして、永井ふみ委員は少し遅れるというご

連絡をいただいたということです。 

 続きまして、前回の部会で、本日は、部会の委員が共通認識を持つために区側の取組

みを説明した上で議事を進めることになっておりますので、区側の説明者が出席して

おります。簡単に名前だけご紹介させていただきたいと思います。一番前の列に並ん

でおります。向こう側から教育委員会の教育施策部長、古閑でございます。教育次長

の佐藤でございます。生活文化部長の金澤でございます。保健福祉部長の藤野でござ

います。地域福祉部長の板谷でございます。子ども部長の萩原でございます。世田谷

保健所長の西田です。以上でございます。それでは議事の方を部会長よろしくお願い

いたします。 

 

（大橋部会長） 

 それでは、改めましてこんばんは。大変お忙しい中を夜分お集まりいただきましてあ

りがとうございました。ただいまから基本構想審議会の第３部会の第２回目の会合を

始めさせていただきたいと思います。以下は座って進行させていただきますのでどう
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ぞよろしくお願いいたします。 

 最初に今日の部会の進め方につき、少し話をさせていただいて、それから議事に入り

たいと思います。皆さんのお手元に２月 29 日に行われました第１回の第３部会の議事

要旨が置いてあります。それの裏面を見ていただきますと、「次回以降の進め方」とし

て、私がまとめさせていただいているところがございます。過日の全体会でもご報告

をさせていただきましたが、改めて読み上げさせていただきますと、①次回は部会員

が現状の共通認識を持つため、世田谷区の取組みのうち、良い点、問題点、進んでい

る点、遅れている点を区側が説明し、質疑応答を行う。②第３部会の視点を軸に、分

野横断すべきテーマの検討、例えば子どもとコミュニケーション、高齢者とまちづく

りなど、他の部会への発信を検討する。③上記①・②を踏まえて、20 年後を見据えた

大胆な検討を行う。発想を大きく変えるべき部分と、現在の計画のマイナーチェンジ

に留まる部分がある。家族形態の変容、技術開発など、議論の根本に関わる変化もあ

る。現在にも変化の「きざし」がある。これを捉えれば、10 年後の予測はできると思

う。各部会員がキャッチしている「きざし」を出し合うことが大切。④子どもたちの

意見を聞く方策については、今後部会で検討する。部会に呼ぶのか、他の方法（メー

ル等）を取るのか、具体的方法は今後検討する。子どもに対する意見募集手法に工夫

が必要である。（夏休みの宿題にする、意見募集のための子ども向け中間まとめの作成

など。）⑤第３部会共通テーマは、「地域で暮らせる社会システムをつくる」というよ

うなことで考えてはどうかということを、前回の部会でまとめさせていただきました。 

 それに基づきまして、後ほどまた改めて諮りますが、基本構想審議会第３部会の進め

方について（案）というのがあるかと思います。今日は第２回として、今日の取組み

について、区の説明と質疑、第３部会の課題の捉え方についてということで、論議を

させていただきたいと思います。区側の説明時間が長くなりますので、本格的な論議

は次回になるかと思いますけれども、共通理解を図るためには避けて通れませんので、

よろしくお願いいたします。 

 今日の報告を受けて、共通理解をした上で、20 年後を見通した課題の検討についてと

いうことで、第３部会における横断的な課題、既存の取組みに捉われない検討、他の

部会に議論を託すテーマ、他の部会の多くは日程等もございますが、できるだけ早く

この部会から他の部会で論議いただきたいことを発信をしておきたいと思っておりま

す。これを３回、４回に分けて、その中で目指すべき将来像について明らかにしたい、

ということでございます。第５回は、７、８月を予定しておりますが、子ども参加に

ついてということで、教育委員会がすすめております生徒会サミットだとか、あるい

はユースミーティングだとかも含めながら検討中でございます。このように考えてお

りますので、今日のところはとりあえず共通理解をするということに重点があるとい

うことをご理解いただければありがたいです。 

 傍聴の方にはないかもしれませんが、世田谷区でこれだけ既存の計画が出来上がって

いるわけでございます。これらの既存の計画も全て住民参加で行われておりまして、
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例えば、第５期世田谷区高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画、第３期世田谷区障

害福祉計画、健康せたがやプラン（第二次）、世田谷区子ども計画後期計画、それから

教育ビジョン、世田谷区教育ビジョン第３期行動計画等がある訳でして、全く白紙の

状態から論議を進めるということでは決してありません。既存の計画を十分踏まえた

上で、先ほど述べましたように足らない点、より伸ばす点、あるいはだいたい 20 年後

を見通して考えなければならない点、こういうことを明らかにしていただければあり

がたい。それが今日の部会の課題、到達目標ということになります。 

 分野があまりにも大きいので、これから区の説明を聞く前に、資料７のマトリックス

を後ほど森田副部会長から説明をいただきたいと思いますが、森田副部会長の提案で、

この第３部会に係る計画がライフステージ毎にどういう状況なのかということを、全

体の見通しをしておいた方が良いだろう、このマトリックスに基づいて、今どの部分

の計画の論議、あるいは説明がされているのかということを踏まえた方が全体の枠組

みを理解するのに有効ではないか、ということで考えています。そういうことで、ま

ず森田副部会長からこのマトリックスに基づいて簡単に説明していただいた後、今日

公務でお忙しい中を出席いただきました各分野の部長にコンパクトに計画の内容、課

題等についてご説明をいただきたい、というように進行したいと思いますが、よろし

いでしょうか。それでは、その通り進めさせていただきます。森田副部会長、よろし

くお願いいたします。 

 

（森田副部会長） 

 森田でございます。この部会というのは、子どもから高齢者まで、子ども青少年教育、

福祉・保健・医療、男女共同参画という非常に幅の広いテーマを扱わなければいけな

い部会ということになります。各部長からの報告を受けただけでは、何を議論すれば

よいのかということの議論が十分に深まらないのではないかということ危惧いたしま

して、世田谷区で暮らしている人たちの年齢と、課題が起きてくるあるいは施策が講

じられている、前回の議論の中にもありました人々の暮らしの場といったらよいと思

いますが、そこで起きている課題を把握するために各部が具体的に作っている計画や

課題認識を一覧にしてみたらどうなのかということで、事務局と共同作業いたしまし

てこの一枚に落とし込みました。 

 事務局の方にはお手間を取らせてしまったのですが、具体的には一番上の横軸が年齢

になります。そして縦軸が上から、職場・学校、地域社会、家庭、環境というような

柱になっています。その中に具体的には計画や課題を落とし込んでいただきました。

例えば今日お話いただく教育委員会の柱としては、（教）と作ってあります。０～５歳

の（教）を見ていただくと、就学前教育の充実（０～５）というように書いています。

それから、その下を見ていただくと、（子）ということで、これは今日子ども部長がお

話くださる保育環境の整備（質・量）というようなことに関係してくるという、とい

う読み方です。職場・学校のところをずっと右に行きますと、19 歳～29 歳のところで
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具体的には働くこと・就労支援というところで、（障）という施策が出てまいります。

それからもう少し右に行くと、（高）というところで、就業の場の確保ということが出

てまいります。そういうように対象、分野のところで既に政策が講じられているもの

というのがどこの部署で作られているかということが分かりますが、それがまだ出来

上がってない課題というのもあります。そういうところについては、この中で言うと、

皆さんと議論していくということになるわけです。 

 柱としては、これを括ってみるとどういう枠組みになるかということで、★印で、６

歳～14 歳では学校という括りになっていますし、19 歳～29 歳のところでいくと、働く

こと・就労支援という括り方になっています。このように世田谷区として今既に行わ

れていること、あるいは行おうとしていること、計画の中に盛り込んでいることとい

うのをこのように落としていただきましたので、今日６つの部署からの報告がありま

すけれども、その際にこのマトリックスの中のどこを担当しておられるのかというこ

とを見ていただくと、先ほど部会長がおっしゃったように何が補強しなければいけな

い点なのか、何が変更しなければいけない点なのかというようなことが見えてくるの

ではないかと思った次第です。具体的には不足している点、変更点等について議論し

ますと、少し柱が見えてくるのではないかということで、最初にお話をさせていただ

いて、６部長からのお話を伺うという形に進めたいと思っております。以上です。 

 

（大橋部会長） 

 ありがとうございました。それでは、これについてご意見・ご質問等あると思います

が、とりあえず先に進めさせていただいて、後ほど一括的な質疑・応答をさせていた

だければと思います。それでは、今日の配布資料は資料１から７までございますが、

その資料の順番に基づきまして、各部長にご報告いただきたいと思います。トップバ

ッターとして、障害福祉施策について説明をいただきたいと思います。よろしくお願

いいたします。 

 

（藤野保健福祉部長） 

 それでは、保健福祉部長の藤野から障害福祉施策について、資料１－①、資料１－②、

資料１－③の３枚に沿いましてご説明を申し上げたいと思います。基本的には先ほど

部会長からご紹介いただきました第３期世田谷区障害福祉計画、本年度から３ヵ年の

計画をまとめた資料となっております。最初にご説明させていただきますのは、最後

の資料１－③でございます。すでにご承知の方もいらっしゃるかと思いますが、障害

関係の制度は短期間に何回か変わってきておりますが、まだまだ十分な制度設計にな

っていないということで、国の方で障害者制度について、今、障害当事者も参加しな

がら議論が進んでいるところでございます。順次、法の改正等が進んできております

ので、第３期の障害福祉計画を策定するにあたっては、その法制度の改正等を踏まえ

ながら新しい第３期の計画に反映をしているというようなかたちになっておりますの
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で、それぞれの法改正に対して区がどういう対応をしているのかというのを、この③

の資料でご確認をいただければと思います。直近の法で言いますと、今、国会にかか

っている衆議院の厚生労働委員会を通過したばかりのが、③の裏面の障害者総合支援

法というものでございます。現行あります自立支援法の改正法という位置づけで法案

が３月に提出されて、今審議中のものでございます。ここの部分に触れられているこ

とにつきましても、可能なかぎり、考え方としては、反映している部分があるという

ことも含めてご理解をいただければというように思います。 

 では、資料１－①に移らせていただきます。今回の計画でもっとも大切にいたしまし

たのは、世田谷区のノーマライゼーションプランの基本理念の実現を目指すというこ

とでございます。地域で安心して暮らし続けられる社会の実現ということで、障害が

あっても世田谷の地域の中で親が高齢化し、あるいは親が亡くなった後も安心して住

み続けられる環境整備ということで、最も大事な要素として考えましたのが住まいで

ございました。現在多くの方は親御さんと暮らすか、あるいは都外にあります入所施

設で暮らすというかたちになっております。600 名弱の方が都外の施設に入所されてお

ります。世田谷区は、この間、施設整備という面では特別支援学校を卒業後の日中活

動の場として、通所施設はかなり精力的に整備を進めて参りまして、23 区の中でもト

ップクラスでございます。それに比べまして、親から離れた形で住まいを得るという

意味で、グループホーム、ケアホームの整備はなかなか思うように進んでいないとい

う実態がございますが、制度改革の議論の中でも大変重要なテーマになっているとい

うことと、まだ必ずしも具体的にはなっておりませんが、基本構想としてはまとめら

れております梅ヶ丘病院跡地利用で、障害者に関しましては通過型ではありますが、

入所施設が構想の中で取り上げられておりますので、将来そういう入所系の施設が出

来た時に、そこはあくまでも通過型でございますので、地域に戻れる住まいの整備が、

その手前のところで必要だということで今回はかなり重点を置いて整備を進めるとい

う考え方を取っております。特に民間物件活用による基盤増も重視したいということ

で、民間の住宅情報などの提供も含めながら、この部分の基盤増を十分図っていきた

いと考えております。この住まいを整備していくにあたりましてもうひとつ大事なの

が、家族と一緒に暮らしていても、その家族が緊急の用がある時などのショートステ

イ、あるいは緊急一時保護の場の整備です。こういうものは、公有地等が活用できる

場合に精力的に確保を図っていきたいということと、もう一つ、生活体験の場、これ

はいきなり親もとから独立した生活をするのは難しいということで、少し日常生活を

自分で体験をして、その体験を踏まえてグループホームなり、民間賃貸住宅なりに住

まいを得るようなかたちのステップ・バイ・ステップの仕組みもこの中で取り組んで

いきたいというように考えております。 

 次に重視いたしましたのが、①の裏面、相談支援体制の再構築でございます。施設、

あるいはサービスが充実するのにはまだまだ時間がかかりますが、障害者ならびにそ

の家族が抱える課題をきちんと受け止めるという意味では、相談支援体制はサービス



世田谷区基本構想審議会第３部会（第２回） 
 

 6

の充実に先立って必要なものだと考えております。自立支援法の改正法でも、介護保

険と同じように支給決定を受けるにあたっては、サービス利用計画を作成していくと

いう考え方がこの 4 月からスタートいたしました。国は三ヵ年で支給決定を受けてい

る者全員に対して、介護保険と似たようなサービス利用計画を作っていくという考え

方を示しております。世田谷区はこの 4月１日で、7事業所をそのサービス利用計画を

作る事業所として指定をしましたが、おおよそ３年間の中で、支給決定を受けると見

込まれる人数は 5,000 人に上るということで、事業所の充実と専門相談支援員の充実

はかかせないということと、かなりの規模になりますので、その計画が十分障害者の

生活を支えるような計画になるように、ケアマネジメントの考え方をきちんとその中

に落とし込んでいきたい。と申しますのも、自立支援法のサービスだけでは障害者の

生活は成り立ちませんので、そういう意味では、地域にある社会資源を、サービス利

用計画を作成する時にも積極的に反映していくというようなかたちをケアマネジメン

トの中でとっていただきたいということで、単に法に基づくサービスだけを計画に落

とすサービス利用計画の作成ではないサービス計画を世田谷区としては推進していき

たいということで、人材の育成もその中で図っていきたいと考えております。その相

談の総括機能を担うものとして、国の示している基幹相談支援センターを区立総合福

祉センターに位置づけ、この４月からセンターとして看板を掲げております。ただ、

基幹相談支援センターとしての本来の役割、機能を果たすには、一足飛びにその体制、

力量が整うということではなく、３年程度の時間をかけてその機能が十分に果たせる

ようにしていきたいと考えております。 

 その上で、相談体制の下に書いてあります障害者を支える地域づくりが欠かせないと

考えておりまして、虐待防止を含めまして地域の方々にご参加をいただく取組みがよ

り一層必要になると思っております。加えまして、東日本大震災を踏まえますと、災

害時の要援護者支援の対応策というのもこの障害者を支える地域づくりの大きなテー

マになるというように考えております。 

 部会長の方からお話がございました世田谷区の先進的な取組みにつきましては、その

下に、特色ある取組みとしてまとめさせていただいておりますのでお読みいただきた

いと思います。 

 障害福祉施策に関しまして、基本構想をご議論いただくにあたって、考えていくべき

要素でございますが、私どもまだ組織の中で検討している訳ではございませんので、

単に私の個人的な着眼ということで、お聞きいただければと存じますが、人口推計に

よれば、人口はまだしばらく微増傾向にあるという中で、均衡ある人口構成というの

がどういうかたちで世田谷の中で作られていくのか。障害者の部分で言いますと、成

育医療センター、ないし光明特別支援学校等々の歴史ある取組みを踏まえまして、特

に重度の障害児は非常に増えておりまして、光明特別支援学校は、ほぼ寝た状態で学

校生活を送るというような児童たちで占められているというような状況を、人口規模

が微増である中、そして区民所得が既に低下している中で、どう均衡ある人口構成と
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して運営していくのかという展望が一つ必要だということと、当然高齢化も含めて、

福祉保健医療ニーズは増加していきますが、その中でサービスの質の確保をどう担保

していくのかということ、それから災害対策に対して、喫緊、このところ大変規模が

大きくなるという情報が日々出てきておりますが、そこに対してどういう対策を取り

うるのかということ、そういうことをもろもろ考えますと、最後にご紹介した地域づ

くりが、何よりも欠かせないことになるのではないかと考えております。少し長くな

りまして恐縮でございます。 

 

（大橋部会長） 

 障害者施策は従来の入所型、施設中心から、地域での自立生活を支援するというとこ

ろへ大きく転換している。地域で自立生活をしてゆくためには従来のサービスの整理

とは違った発想で、居住のサービスあるいは訪問型のサービス、日中活動のサービス

等々を今後考えていかざるを得ない。とりわけ、災害等を考えると、地域で障害を持

った方を支えてゆく新しい地域づくりを考えなくてはいけない。これらを中心に今、

計画は作られているということです。 

 とりあえず、ここだけは確認しておきたいということがありましたら、ご質問だけい

ただきたいと思います。ご意見の方はまた、後でいただきたいと思います。司会をや

っていて、ついつい強迫観念にとらわれて、先に進みますがよろしいですか。それで

は、資料１に基づきました障害福祉施策については了承したということで進めたいと

思います。それでは、資料２に基づきまして、高齢者保健福祉・介護保険施策、板谷

地域福祉部長、よろしくお願いいたします。 

 

（板谷地域福祉部長）  

 世田谷区の高齢者保健福祉・介護保険施策の取組みについてご説明させていただきま

す。資料２－①、②です。初めに、区の高齢者保健福祉・介護保険施策に関する計画

でございますが、先ほど部会長の方からご発言がございましたように、平成 24 年度か

ら 26 年度を計画期間とする第５期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画を策定しま

した。お手元のピンク色の冊子でございます。 

 高齢者に関する施策の総合的な推進、介護保険事業の円滑な実施、及び地域包括ケア

システムの構築を目指し、健康づくり・介護予防の推進、地域生活を支えるサービス

の展開及び基盤等の整備、高齢者見守り、地域支えあいの推進、サービスの質の向上、

福祉・介護人材の確保及び育成、介護保険制度の円滑な運営の５つを計画目標として

掲げております。 

 恐れ入りますが、Ａ３版の別紙をお開きください。こちらが第５期計画の概要でござ

います。最初に計画策定の背景といたしまして、区の高齢者人口や高齢化率の伸び、

ひとり暮らし高齢者の増加や老々介護の広がりを挙げております。また地域包括ケア

システムの推進を受けまして、先進的に取り組んできた施策や事業の成果を活かし、
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世田谷らしい地域包括ケアシステムの構築を目指すものでございます。 

 続いて計画の基本理念でございます。第５期計画では、第４期計画での基本理念を引

き継ぎまして、高齢者が住み慣れた地域で、いつまでも安心して暮らし続けられる地

域社会の実現を基本理念に掲げております。計画目標につきましては、先ほどの説明

の通りでございます。また第５期計画の施策展開の考え方につきましては、後ほど説

明させていただきます。 

 続きまして、施策の取組みでございます。１の健康づくり・介護予防の推進では、比

較的お元気な高齢者を対象に、多様な健康づくり、介護予防の総合的な推進、高齢者

の生きがいづくりの支援を挙げております。２の地域生活を支えるサービスの展開及

び基盤等の整備では、地域包括支援センター、あんしんすこやかセンターの相談・支

援の充実、新たに創設された 24 時間対応の定期巡回、随時対応型訪問介護看護のサー

ビスの展開、医療との連携で地域密着型サービス等の基盤の整備誘導、高齢者の住ま

い確保等を計画に挙げております。３の高齢者見守り、地域支えあいの推進では、高

齢者を取り巻く社会情勢の変化を捉え、見守り施策や成年後見制度、高齢者の虐待防

止や消費者被害の防止施策の推進、地域の住民同士による地域支えあい活動の推進等

を計画しております。４のサービスの質の向上、福祉・介護人材の確保及び育成では、

苦情や事故の報告をサービスの質の向上につなげる取組みの推進や、適切な指導・監

査の実施、第三者機関による公正で中立的な苦情解決や事業者情報等の情報提供、区

の福祉人材育成研修センターを中心とした人材の確保・育成の取組み等を計画してお

ります。５の介護保険制度の円滑な運営では、保険者数、認定者数や給付費の推計、

第１号被保険者の保険料認定調査等の事務適正化や制度の普及啓発など、介護保険制

度の円滑な運用のための取組みを挙げております。 

 最後に計画の留意事項として、家族介護者と認知症高齢者の支援について整理いたし

ました。行政施策につきましては、各々に複数の事業がございまして、個々の事業は

先ほど説明した施策の取組みの中に含まれています。施策の取組みの中から家族介護

支援と認知症高齢者への支援について抜き出し、明確にして支援の推進を図るもので

あります。 

 それでは恐れ入りますが、最初のＡ４の資料にお戻りください。２の今後の重点取り

組み及び課題等でございます。はじめに第５期計画における課題としまして、まず、

地域包括ケアの推進でございます。こちらは高齢者の地域生活を支えていく上での方

向性であると同時に、区としても大きな課題であると認識しております。その他、サ

ービス基盤の整備等に関して、都市部におけるコスト高の問題、要支援や要介護状態

などになるおそれが高い高齢者、二次予防事業対象者の介護予防プログラムへの参加

の促進、介護保険事業者の許認可、監督について区の権限拡大に伴う対応について介

護保険計画推進における課題として捉えております。 

 続きまして、施策展開の視点、第５期における重点施策でございます。在宅生活を支

援する新たなサービスの展開として、1日複数回の訪問で、利用者の状況変化をきめ細
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かく把握し、介護と看護が連携して柔軟に必要なサービスを提供する定期巡回・随時

対応型訪問介護看護が 24 年度から介護保険のサービスに新設されたことに伴いまして、

高齢者の生活を 24 時間サポートする新たなサービスの展開を図ってまいります。次に

介護保険施設等の整備・誘導として、小規模施設等の整備・誘導や公有地の活用など

多様な手法により整備を促進するとともに、地域密着型サービスについて計画的な整

備・誘導を図ってゆくものでございます。次に効率的・効果的な介護予防事業の展開

としまして、介護予防プログラムの対象者や内容、会場等を見直し、効率的・効果的

な事業の展開の中に介護予防の施策を推進していきます。続いて、高齢者の見守り施

策の推進を考えていきます。高齢者の孤独死等が社会問題化しております。多様な見

守り施策を展開し、高齢者の安全を守っていく、また地域住民の皆さんにもご参加い

ただき、高齢者の見守り施策を推進して参ります。最後に地域支えあいの推進としま

して、お元気な高齢者等を対象に身近な地域のサロン活動等を通じ、孤立しがちな高

齢者の地域社会への参加を促していく地域支えあい活動等の推進をして参ります。 

 続いて区の特色ある取り組みでございます。各施策における先進的な取り組みについ

て挙げています。具体的な内容につきましては、資料の方で配布させていただいてお

りますので、ご覧下さい。 

 

（大橋部会長）  

 資料２－②の一番右側の中程に介護保険制度の円滑な運営とあるが、介護サービスの

量の見込みがどれだけ伸びてゆくかが今後の１つの課題です。先ほどの藤野保健福祉

部長の報告にもありましたが、人口構成がどう変わるのかですが、現在、世田谷区は

要介護認定率が 19.1％で、全国あるいは東京都が大体 16％強であるので、大変高い。

毎年、４％前後の伸びで増えているため、人口構成が変わらずにこのままだとすると、

世田谷区の介護サービスの総量は大変なものとなります。そうしますと、保険料も当

然高くなります。そこをどういう風に変えて若い人を増やすのかといったことを、前

回坂東委員からも意見があったが、大学が持っている資源をどう活用するのかといっ

たことも考えられる。大学をもっと大事にすることで、若者が流入する。それにより、

人口構成が変わる、あるいは産業振興により人口構成を変えることによって介護負担

を軽減するなど様々なことを考えないと、今のままでは相当厳しい状況がくる。これ

が１点である。 

 もう１つは、世田谷区全体のまちづくりに係ることですが、介護保険の方では 27 の日

常生活圏域ごとにサービスを整備してゆく、いわゆる身近なところでやりなさいとい

うことですから、これは障害者の場合も同様でして、できるだけ身近なところでサー

ビスを整備してゆくということになると、世田谷区全体で考えないといけないことと、

27 ごとに考えなくてはいけないこととが当然でてくる訳でして、こういう視点をまち

づくりの方にきちんと考えてもらわないと、世田谷区１区で捉えてまちづくりこうで

したと言われても、介護保険のほうから考えると難しい。今でも 27 日常生活圏毎にば
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らつきが出てきているということを是非頭に入れて頂ければと思います。 

 何か確認したいことございますか。 

 

（風間委員）  

 限られた時間の中で毎回説明をされた後に、大橋部会長が解説をされてその知識を付

与されることが前提ということにすごく違和感がある。受けたことをそのまま、この

流れというか、案の所もすごく違和感があるが、20 年後の構想をしてゆく際に、課題

解決型であるべきなのかどうかということも議論していない。本来であれば、構想審

議会であるため、ビジョンを先に持つことのほうが重要であると思う。 

 先ほど、これを踏まえた上で検討して下さいとの話があった。今日はレクチャーを受

けるということに関しては、同意しているが、果たして課題解決型とか、行政が作成

した資料を踏まえた上で、我々が議論してゆかなくてはならないのかという点につい

ては、合意がとれていないと認識している。この点をまず、はっきりさせて欲しい。 

 

（大橋部会長）  

 前回の全体会議でも述べましたが、20 年後のビジョンをどうするのか、どういうイメ

ージでやるのかということが全体で論議できていない。だから会長にはそのことを伝

えた。そうしないと、我々の論議の仕方がしづらくてしょうがないという話をしてい

る。そのときに風間委員が居たかは分かりませんが、聞いててくれればそういうこと

です。 

 ただ、ビジョンの議論に進むためにも、何が計画の中で問題かということだけは、か

いつまんで理解しておかないと、白紙でビジョンの検討はできない。 

 時間が足らない中で私が解説のようなことを言っていいのかとは思いながらも、事務

局から一度に説明されても何が何だか分からないため、個人的にポイントと思われる

ことを指摘している。その点は、お許し頂きたい。 

 それでは、資料３、子ども・子育て支援施策ということで宜しくお願い致します。 

 

（萩原子ども部長）  

 資料３の①から③まで用意させて頂きました。まずは３－①でございますが、世田谷

区の子ども施策、子ども子育て支援の内容についてご説明したいと思います。世田谷

区では、子どもに関する施策を総合的に推進していくために、平成 22 年度を初年度と

して、その後５年間を計画期間とする世田谷区子ども計画を策定しております。この

子ども計画は平成 15年に制定されました次世代育成支援対策推進法における市区町村

の行動計画であると共に、平成 14 年度に世田谷区におきましては、世田谷区子ども条

例を策定したわけですが、その推進計画として平成 17 年にまず前期の計画を策定した

ものでございます。先ほどの育成支援対策推進法が平成 17 年度からの 10 年間の時限

立法であり、10 年間の間に特に全国的に少子化等に集中的に取り組もうという法律で
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ございます。先ほども申し上げましたように、17 年度からの５年間の前期計画、それ

から現在実施をしております後半５年間の後期計画として、区としてこれに基づいて

様々な施策を推進しているところでございます。世田谷区子ども条例というのは、平

成 14年に全ての区民と力を合わせて子どもが健やかに育つことができる環境を作るこ

とを宣言して定められたものでありまして、23 区の中では初の子どもに関する条例で

あります。 

 資料の中にはございませんけれども、後期計画の背景となる世田谷区の子どもに関わ

る現況について簡単に触れておきますと、出生率、出生数は、平成 14 年度以降増加傾

向にございます。子どもが増えるということは自治体としても、非常に嬉しいことで

ございます。ただ一方で、保育待機児の問題、保育に対する問題が非常に大きな問題

として出てきています。この子どもの人口、１歳から５歳までの幼児の人口が当面平

成 27 年ぐらいまでは、若干増加しまして、その後減少するというふうに推計されてお

ります。まもなく出生数も減少に転ずるというふうに予測されておりますけれども、

共働き家庭の増加ですとか、国の方で導入を図っている子ども子育て支援システムで

は、必ずしも保育に欠けるということを要件としていないために、乳幼児人口に比例

して保育ニーズがそのまま減るというふうには言えないと考えております。こうした

ことから、保育ニーズの増加ですとか、就労形態の多様化に伴う対応、在宅の方への

子育て支援など、質的量的に充実が求められているところでございます。 

 この①の資料のより詳細な資料が②以降に記載しておりますので、資料３－②をご覧

いただきたいと思います。世田谷区の子ども施策の取組みにつきまして、先ほどの子

ども計画後期計画を基にその構成や内容の概要をまとめたものでございます。この計

画の位置づけは、先ほど述べました。基本的な考え方ですけれども、まず基本方針と

しましては、「子どもの視点」の重視ということでございます。保護者のニーズを尊重

したり、その支援を進めることがもとよりですけれども、それには「子どもの視点」

を欠くことができないと考えております。基本目標として、まず全体目標を子どもが

「自分は愛されている」と感じられる環境を保護者・地域・行政が協同して整えると

定めました。その達成を目指して、子どもの成長、あるいは親の子育て力の発揮、地

域の子育て力の向上という目標をそれぞれ定めたものでございます。 

 左の下の方の重点取組みですけれども、子ども計画後期計画では、この３つの項目を

掲げております。まず、子どもの保育環境の整備ということですが、喫緊の課題であ

る保育サービス待機児解消への取組みをはじめ、保育の質の確保と向上、また地域に

おける子育て支援の充実、先般の東日本の大震災でもございましたけれども、災害時

の地域拠点としての機能も今後必要ではないかと考えております。また、私立幼稚園

の教育支援にも取組むこととしております。子ども計画後期計画を策定していた平成

21 年度の段階では、保育待機児は 613 名おりました。22 年度は 725 名、23 年度は 688

名と若干減少しましたけれども、申込者数の高止まり傾向というのは続いておりまし

て、今、集計中ですけれども、24 年度の待機児数も厳しいものになると見込んでおり
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ます。これらに対応するために、平成 21 年度～22 年度の２年間で、約 1,900 名の定員

の枠を拡大しております。また昨年度も約 700 名の枠を増やしたところでございます。

その他、新規開設の施設では、当面、４～５歳児のスペースに比較的空きがあるとい

う状況ですので、その空いている部分で、例えば１～２歳の児童を受け入れる定期利

用保育を実施するなど、待機児解消の効果を高めるという取り組みが行われていると

ころでございます。重点取組みの２番目の支援を必要とする家庭のサポートというこ

とですけれども、子どもの健やかな育ちを地域で支えるために一人親家庭ですとか、

子どもの養育が困難な家庭等に対する相談機能の充実ですとか、養育支援、それから

様々な家庭を支援する施設や機関のネットワークを拡充したり、あるいは子どもに関

わる人材の充実等を図っているところでございます。世田谷区はご案内の通り、５地

域ございますけれども、それぞれの総合支所には子ども家庭支援センターというのを

設置しまして、ご家庭に対するソーシャルワーク機能の向上に取り組んでいるところ

でございます。３つ目の重点取組みは子どもの成長の支援ということでございます。

都市化の進展ですとか、核家族化の進行に伴いまして、子ども達が安心して遊べる場

ですとか、他人とコミュニケーションを取る機会が少なくなってきております。例え

ば、児童館では子どもの成長支援の地域の拠点として、地域とのネットワークの強化、

それから地域特性、各館それぞれ特色がございますので、それらを活かした魅力ある

館運営ですとか、プログラムの実施、また、午前中の時間を活用しまして、０歳から

でも親子で参加できる子育て支援事業の推進などにも取り組んでおりますし、中高生

世代を中心とした子ども自身が参加・参画できる機会の充実などにも取り組んでいる

ところでございます。 

 子ども計画後期計画の柱立てにつきましては、この３－②の中央部分にございますよ

うに、大項目から小項目に区分けをして、先ほどの重点取組みの他、教育あるいは保

健関係、各部署がそれぞれ、連携しながら取り組んでおります。 

 それから、資料の右上に世田谷区の特色ある取組みを記載しております。これからも

これらについては拡充してまいります。例えば、児童虐待という問題も非常に社会的

にも注目されているところですけれども、区はこれにも精力的に取り組んでおりまし

て、先ほどの各支所の子ども家庭支援センターが本所とも協同することはもとより、

関係機関のネットワークであります要保護児童支援協議会等々と連携しながら、機能

の充実に取り組んでいるところでございます。この要保護児童支援協議会は年々参加

いただく機関も増えておりまして、より早期に妊娠期からのアプローチも必要という

ことで、昨年度からは助産師会ですとか、薬剤師会にも加わっていただきまして、今、

合計で約 570 機関がご参加いただいておりまして、様々な議論をしております。また、

産後ケア事業、これは心身共に不安定な時期に、施設で母子ショートステイや母子の

デイケアを実施して、育児不安の解消、子どもの虐待、児童虐待予防を目指すもので

ございます。現在でも全国から視察の多い事業でございます。加えて今年度中には、

これまで１歳児からであった乳児のショートステイを０歳児からに拡充して、一層虐
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待防止の一助としてまいりたいと思っております。それから虐待問題に取り組んでい

ますけれども、背景が多様で重層的なものを抱えておりますことから、障害ですとか、

発達障害といったことも背景の一つでして、早期発見、早期支援の体制を専門機関と

協同して取り組んでいるところでございます。その他、ご案内の通り、プレーパーク

ですとか、新ＢＯＰなど、子どもの主体的な遊びや放課後の居場所としての場や機会

を提供する事業、あるいは区有地だけでなくて国有地も活用した保育施設の整備です

とか、様々な機能を持った多機能型の子育てステーションというのを区内の５地域の

駅近くにも整備する等しております。こうした子ども計画後期計画の評価・検証や課

題整理につきましては、区長の附属機関であり、外部の方にも加わっていただいてお

ります「子ども・青少年問題協議会」というのがございますけれども、ここにもご意

見を伺ったり、検討をお願いしております。 

 資料３－③でございますけれども、この協議会はメンバーが多いですので、小委員会

を実施しておりまして、詳細なご議論もここで行っております。平成 23 年度、様々ご

検討いただいたものにつきましては、ここに整理をしてございます。 

 先ほどマトリックスがございましたけれども、子どもにつきましてもその成長段階に

おいて様々な課題がありまして、こういったところにもご議論いただいているところ

です。また、子どもの人権擁護の観点から、声をあげにくい傾向にある子ども自身が

相談しやすく、またその救済に向けた仕組みづくりについてもこれまで意見が交わさ

れてまいりました。また、親支援についてですけれども、困難な状況に陥りやすい人、

ひとり親に対する支援の必要性ですとか、父親がもっと子育てに積極的に関われるよ

うな環境づくりについても議論していただいております。こういった中で国の動きと

しまして、今春、子ども子育て新システムに関係する法案が国会に上程されていると

ころでございますけれども、今後、国の仕組みが変わる中で、子ども計画の中身につ

きましても再構築していく必要があります。 

 いずれにしましても、子どもが地域の宝でありますし、地域と共に子どもを育ててい

こうという姿勢に基づきまして、引き続き施策に取り組んで参ります。 

 20 年後に向けた課題としまして、私自身、個人的に考えておりますことは、保育施設

の整備をどこまで進めていくべきかということ、ニーズは非常に高いものがあります

が、どこまで対応していけるかということでございます。先ほど申し上げましたよう

に、幼児の人口は当面若干増加しまして、その後減少すると推計しております。ただ、

子どもの人口が減っても共働き家庭は増えておりますので、子どもの数だけで保育サ

ービスの量とかを決めきれない部分がございます。先ほどの新システムの中でも全て

の子どもに良質な生育環境を保障し、子ども子育て家庭を社会全体で支援すること等

を謳われておりますので、今後も施設設備の要望が衰えることは考えにくいです。一

方で高齢者人口も増える中で、どのように優先順位をつけて、施設をどこまで整備し

ていくか、こういったことが今後の課題になると考えております。 
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（大橋部会長）  

 先ほど冒頭森田副会長から説明頂いたマトリックス（資料７）で、一番上を見ていた

だきますと、15 歳～18 歳が抜けているわけですけれども、この辺をどうするのか。子

ども部と言いながらも、実際には就学前が中心になっていて、学校にあがると、教育

委員会になって、教育委員会は事実上義務教育が中心だから、15 歳～18 歳になると抜

けてしまうという問題がある。20 年後を考えたら実は子どもに関わる教育福祉の再編

成をしなくてはいけないかもしれないという論議もやらざるを得ない。 

 あるいは合計特殊出生率が一旦増加して減少すると言ったが、世田谷区の人口構成と

いうのは、そもそも社会増でいくのか、自然増でいくのか、そういう論議もしないと

ならないわけで、ただ全国的な合計特殊出生率を世田谷区に持ち込んだだけで、果た

して良いのかという論議はせざるを得ない。 

 一方で、ワーク・ライフ・バランスというのもあるわけですので、その辺も含めてど

う考えていくのかということでしょうか。 

 永井多惠子委員が中座されますので、せっかくですから一言お願いします。 

 

（永井（多）委員）  

 拝聴させていただきまして、第２部会の大変参考になりました。第２部会でも高齢者

に対しても豊かな心にするにはどうしたらよいかということを論議しております。子

どもについても未来への投資ということで、文化に触れる機会を作るということを考

えております。ありがとうございました。 

 

（大橋部会長）  

 所用で退席されます。ありがとうございました。 

 確認したいことございますか。よろしいでしょうか。それでは資料４、健康づくり施

策についてご説明いただきます。よろしくお願いします。 

 

（西田世田谷保健所長）  

 世田谷保健所所長でございます。資料４、一枚でございます。世田谷区の健康づくり

施策の取組みについてという資料をご覧いただきたいと思います。それから健康せた

がやプランという厚い本がありまして、概要版という分かりやすいものも置いてある

と思います。健康せたがやプランは、世田谷区健康づくり推進条例に定める健康づく

り計画であり、また国の健康増進法に定める市町村の健康増進計画、また食育基本法

による食育推進計画、それから健やか親子プラン、いろんな計画を含んでおりまして、

生まれてから亡くなるまで全ての世代に関係のある計画でございます。平成 24 年度、

今年から平成 33 年度の 10 か年の計画でございます。国の方が平成 25 年度を初年度と

する新たな「健康日本 21」を改定いたしますので、その進捗の中で改定を行う予定は

ございます。 



世田谷区基本構想審議会第３部会（第２回） 
 

 15

 裏を見ていただきたいのですが、まず、世田谷区民の健康課題と健康状況というとこ

ろがあると思います。平成 22 年度に「区民の健康づくりに関する調査」というのをさ

せていただきまして、その中から世田谷区民の健康と状況が浮き彫りになりました。

色々な角度から調べさせていただきましたが、世田谷区は東京都の全体、23 区と比較

して、健康度が良いです。それはどういうことから見えたかと言いますと、平均寿命

などは良い方でございますし、個人の努力も伺われる状況がございます。しかし、こ

こに書いてありますように、健康づくりの意識は高いが、実際、生活習慣の改善には

つながらないというような面があります。若い世代は朝食を食べなかったり、女性は

痩せたいという傾向があったり、壮年期の世代は、肥満や生活習慣病、ストレスなど

が多かったり、高齢者につきましては、健康に気をつける高齢者は増えているのです

が、介護を要する区民は増加して、健康寿命は横ばいである。ここですね、ポイント

です。それから飲料水や食品の安定性、放射能物質の問題もございますが、健康危機

に対する不安が高まっているというのは、この調査の中でもわかったことでございま

す。区民の健康状態でございますが、死亡率はがんが一番で、次が心疾患、次が肺炎・

気管支炎、４番目が脳血管疾患ということで、いわゆる生活習慣病の占める死亡割合

が５割以上になっているということでございます。先ほど申しました平均寿命と健康

寿命の関係ですが、世田谷区の平均寿命は、男性が 80.6 歳、女性が 86.8 歳で、特別

区の中でも非常に良い方なのですが、介護保険の認定を受けるまでの年齢を平均的に

表した 65 歳健康寿命、これは東京保健所長会方式というのですが、それでは 23 区中、

男性７位、女性 17 位ということで、この表を見ていただくと分かるのですが、伸び悩

んでいます。そのため、このまま平均寿命が伸びても、要するに介護を受ける方が多

いということになりますので、非常に懸念しているところでございます。運動を心が

けている人は、国の割合よりも多いということで、努力はしている姿が見受けられま

す。 

 大変恐縮ですが、もう一度表の方にさせていただきたいのですが、プランの基本的な

考え方としては、「区民が生涯にわたり健やかでこころ豊かに暮らすことができる地域

社会の実現」ということで、個人の自覚と主体的な取組みという自助、それから個人

を人や地域が支える取組みとしての共助、個人の健康を支える健康づくりとしての公

助を３つの目標として、基本的な考え方は以下の５つを踏まえて進みます。全体評価

としても「主観的な健康感」、自分の健康に関心がある人を増やすとか、全体的な評価

事業も考えているところでございます。 

 それでは、具体的な施策というところで、右の方に 14 の施策が書いてございますが、

特に主要な健康課題への対応として、網がかかっている「生活習慣病対策の推進」、「食

育の推進」、「こころの健康づくり」、「がん対策の推進」、14 の中の特にこの４つを頑張

っていこうと考えております。その他の 10 施策についても、非常に大事なことですの

で、これについてもやっていこうと考えております。それと併せて総合支所に５つ健

康づくり課の取組みもございます。地域の健康づくりというところも大きな課題でご
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ざいますので、ここも大きな柱として展開していこうと思っております。 

 それから下のほうに世田谷区独自の特徴ある健康づくりということで「健やかプロジ

ェクト」、「食のコミュニケーション会議と大人の食育講座」、「せたがや元気体操リー

ダー」。他にもたくさんあるのですが、いくつか例示させていただきました。この「せ

たがや元気体操リーダー」は、自主グループを応援するということで、リーダーたち

が非常に頑張って活躍しております。 

 20 年後の課題ということで、昨日、保健所の中の管理職でフリートークをいたしまし

て、いくつか課題を見つけましたので、資料はございませんが口頭でご紹介させてい

ただきます。第一に世代構成の変化から推定される将来像と保健衛生の課題というこ

とで、何回も申しましたが、健康寿命が伸びないということで、どうしたらよいのか。

ただし、平均寿命は伸びていくのではないかと思われます。がんの予防もできるよう

な時代になってきましたので、平均寿命の 90 歳代到達を見通した健康づくりが必要と

なるのではないかということで、生きがいづくり、地域活動支援、元気高齢者対策を

強化していくとか、高齢者の雇用の創出、地域コミュニティの創生なども必要ではな

いかと思います。それから平均寿命が 90 歳になるということで、そのライフプランも

必要ではないか。もう一つは、終末医療、尊厳死のあり方について再考する必要があ

るのではないかということです。今の医療費の高騰は医療の進歩だけではなくて、高

齢者の終末医療にコストがかかっているのではという、専門家の声も伺ったので、尊

厳死とか老衰、いわゆる自然死、人の死のあるべき姿というのを再考する必要がある

のでないか、人生の終わり方の選択と言いますか、単なる寿命の延長ではなく、ＱＯ

Ｌの向上を目指した死に方。死に方というのは生き方ですので、そういうことを考え

ていく時期なのかと思っています。その他、介護予防の施策は推進していかなければ

いけませんし、認知症もこれからますます増えると思いますので、対策の強化も必要

だと思います。２点目に社会経済状況の動向を見据えた保健衛生の課題ですが、日本

の医療保険制度がすばらしいと言われていますが、経済状況の悪化で維持できるのか

というのが、非常に気になっているところです。世田谷区民の方は、ジムなどに行く

方も多いので、経済格差が健康格差を生み出すようなことも出てくるのではというこ

とも考えています。将来的な健康危機管理の課題ということで、20 年の間には新型イ

ンフルエンザのような新興感染症の発生などが起きるのではないか、首都直下型地震

の発生も懸念されますし、また食品の自給率が 40%を切っておりますので、そういう意

味での食の安全・安心という不安もございます。時代に即した健康危機管理や保健衛

生の改正や整理が必要だということです。フリーディスカッションでこのような意見

が出ましたので、ご紹介いたしました。 

 

（大橋部会長）  

 健康寿命をどう伸ばすかというのは、大きな問題です。これは、所得、学歴、生きが

いの問題など、いろいろ要因が働きますが、本人の自覚、意識化が大事だと言われて
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いるので、もっと社会教育とつながった住民の学習の機会みたいなものをどうするか

というのを考えなければいけない。また、100 歳以上の人が４万人を超えているわけで

これからは人生 100 歳のライフプランを作らないとどういう終末期を送ったらよいの

か見えてこない、準備ができていない。人生 100 歳プランをできるだけ早く作るとい

うことが必要なのではないか。こういったことを思いました。 

 確認したいことはございますか。よろしいでしょうか。それでは、５番目の男女共同

参画施策ということで、よろしくお願いします。 

 

（金澤生活文化部長）  

 生活文化部長の金澤と申します。よろしくお願いいたします。私の方から男女共同参

画推進施策の取組みということで、ペーパーをご用意させていただいております。世

田谷区は男女共同参画を進めるということで、平成 19 年に「世田谷区男女共同参画プ

ラン」を策定しました。これでございます。事務局に確認しましたら、コピーをお届

けしていると伺っていますが、この計画がございます。（１）計画の概要をご覧いただ

きたいのですが、平成 19 年から平成 28 年ということでこのプランを作りましたが、

その後、「配偶者からの暴力の廃止及び被害者の保護に関する法律（ＤＶ防止法）」が

改正され、また国の方でも「第３次男女共同参画基本計画」が策定されるということ

から、その他社会状況も大きく変化している中で、現行プランそのままではよくない

という認識から、今回改定作業を進めております。今年の 10 月には「世田谷区男女共

同参画プラン調整計画」というものを作っていきたいということでございまして、昨

年からこの基本構想と同じように、このプランについて検討委員会を作りまして、そ

れから庁内の議論も含めまして、今現在調整プランを作っているという状況でござい

ます。 

 今回、そのような進み具合でございますので、その中身についてご説明しながら基本

構想の中で足りているところ、足りないところをお伺いするとお話を伺っていますの

で、若干お話させていただきます。お開きいただきまして、中間まとめ「概要版」の

ところがございます。これは今年の２月にまとめまして、その後、先週、検討委員会

を開きましたので、そこでまた議論したのですが、２月の段階での中間まとめ（案）

の中身です。第 1 章、策定の主旨ですが、先ほど申し上げました国や都の動きがあっ

て調整する計画を進めたいということでございます。第２章に、目標、一番下に小さ

く重点取組み、５つ書いてございますが、これが現行のプランの重点取組みになって

おります。これを進めてきたということでございます。これからその計画を調整して

いるプラン、右側の第３章の方で、重点取組みという言葉は使ってしまいましたので、

重要な取組みの設定ということで、少し言葉を言い替えまして、３つの重要な取組み

を設定いたしまして、プランの柱にという中身です。１番目、ＤＶ防止に向けた取組

みということで、委員の皆様の方から、世田谷区は「ＤＶのないまちを目指す」とい

うようなことで、これを一つの目標としたらどうか。現状、様々なＤＶ防止について
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は仕事を進めてございますが、どういったことをやっていくかということでは、ここ

に書かれているという中身でございます。２番目はワーク・ライフ・バランスの着実

な推進に向けた取組みということで、「すべての人がその人らしくいきいきと」「働き

暮らしていくことができる世田谷を目指します」という目標で、ワーク・ライフ・バ

ランスの推進を進めていったらどうだろうかという中身です。３番目でございますが、

男女共同参画センター“らぷらず”の充実に向けた取組みということでございます。

この男女共同参画センターというのは、下北沢の北沢タウンホールの９～11 階にござ

いまして、平成３年に開設し、当時は女性センターという名前でしたが、男女共同参

画センターに名前を変えまして、女性のエンパワーメントの拠点としての役割を果た

してきたのですが、認知度等が低くて、ご存知いただけないあるいはご利用いただけ

ない方が多いということから、どう充実させていけばよいかということで議論を進め

ています。「重要な取組み」の設定の中で議論する中で、一番右下に書いてあります「防

災分野における男女共同参画の視点」というのがございます。これは、「重要な取組み」

とは別に昨年の東日本大震災を受けまして、被災地、復興をしていく中で、男女共同

参画の視点が足らないのではないかということで、災害時においても誰もが安心して

暮らすことができる世田谷を目指すということで、重要な取組みではないのですが、

それに準じた取組みとしてやっていったらどうかと今議論が進んでいます。防災につ

きましては、先週の検討委員会の中で重要な取組みにするべきではないかという議論

が出ています。そうは言っても、３つの取組みとは少し角度が違いますので、今のま

まの扱いでよいのではないかという議論も進んでいます。ただし、東日本大震災が日

本の社会に与えた物理的な影響、心理的な影響、社会的な影響、今後の日本の社会を

作っていく中で、非常に大きな事態であるということを踏まえますと、防災について

もっと強く、例えば第１章の計画策定の主旨の中で、そのことを触れたらどうかとい

う議論が進んでおりまして、来月にはそこの部分の議論が終了するということです。

来月が６回で、６月、７月で７回、８回と進んでいくような状況です。 

 それから、表紙に戻っていただいて、その裏面ですが、重要な取組み及び課題などと

いうことで、（３）に記載させていただいておりますが、これまでの世田谷区の特色あ

る取組みということで、下の方に書いてございます。（１）“らぷらす”の学校出前講

座（デートＤＶ）の実施ということで、高校、中学校に赴いて出前講座を、（２）ワー

ク・ライフ・バランスにつきましては、「ワーク・ライフ・バランスな１週間」ですと

か、「地域で遊ぼう！ファミリーデー・キャンペーン」をやっております。それから（３）

で、区内のＮＰＯの方々と共同事業で、ＤＶ防止の取組みを行うという共同事業が入

っています。副会長さんのご提案で作られましたマトリックスの中にも、一番下の環

境（くらしやすさ）のところに男女共同参画があります。子どもや障害のある方と違

いまして、ライフステージに即して行政側がどんな施策を打つかということよりは、

各層に対して啓発をどう進めてゆくのかというようなことが主になってくるのだと思

うのですが、ドメスティックバイオレンスにつきましては、非常に深刻な状況でござ
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いまして、世田谷区も４月から電話相談については月２回から週１回に増やすしてい

るのですが、日本社会のあり様を反映した形の中で、ドメスティックバイオレンスが

進行化しているという私どもの認識でございます。そういった視点から、若いうちか

ら啓発が進まなければいけないということで、デートＤＶ防止の啓発を進めているの

ですが、思春期から男女交際が始まる中で、男女の付き合いのあり様というのでしょ

うか、付き合っている中が実はＤＶではないかというふうに思われるような、今皆さ

んは携帯電話を持っていますけれども、メールを送れば３分後に返事を寄こせなどと

いうこともあるようでございます。検討委員会の中で、委員長が大学の先生で、学生

相手の講義の中でデートＤＶの支援をする専門家に臨時講師として来ていただいてや

ると、講義が終わりますと壇上の講師のところに何人かの女子学生が来ていろいろ相

談しているようだということで、先生としてはそばに行って聞くわけにもいかないの

で、知らないふりをしているのですが、こういうのがデートＤＶですという事例が紹

介されますので、そうすると自分たちの付き合いが実はデートＤＶではないのかとい

うような心配を相談するようなケースがあって、非常に潜在的にあるのではないかと

いうことです。それから、児童虐待が家庭である中で、配偶者間暴力というのもあっ

て、それは単純に分離しているような話ではないという認識もあります。ＤＶで申し

上げますと、樋口恵子という方がいらっしゃって、高齢者の研究をされていますが、

団塊の世代の方が定年になって 60歳のときに地域に帰ってくるかと思ったら企業の方

で 65 歳まで働くのを延ばしたということで、65 歳の時期が、ちょうど今年、来年にな

るのですが、地域に帰られて夫婦二人の生活の中で、高齢者の中でもＤＶがあるので

はないか、決して若年層だけの問題ではないというようなお話もございまして、そう

いうことを含めましてあと３回の委員会の中で、男女共同参画プランの調整計画を作

ってゆきたいと思っています。 

 基本構想がまとまりまして、同時に基本計画も策定されると思いますので、その段階

では基本構想等に合わせて、私どものほうのプランもさらに改定する必要があるのか

なということと、私が担当している仕事では文化・芸術がございまして、これについ

ての振興計画がございますが、これも改定時期にきておりましたけれども、基本構想

の話が出ましたので、平成 24 年度、平成 25 度の第２期計画、２年間に留めた計画が

この４月からスタートします。基本構想の中にお示しされたことをさらに文化・芸術

でやってゆきたいというふうに思っております。以上でございます。 

 

（大橋部会長）  

 教育は 100 年の計であると言いますが、我々は 20 年後考えると、どういう文化を作る

ために、どういう教育、学習が必要なのか。例えば、家庭科の男女共修というのがあ

りますが、それがどういう成果が出てきたのか、東京都は人権教育をずっと言ってき

ているが、DV との問題だとか、一体どういう成果だったのかとか、あるいは性教育の

あり方などどうやったらいいのかなどを含めて、論議しないと、現象だけ見ても仕方
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がないので、それは我々20 年後の子育ても含めて考える必要のある問題だと感じまし

た。 

 それでは最後になりましたが、教育施策ということでご説明をお願いいたします。 

 

（佐藤教育委員会事務局次長）  

 教育次長の佐藤と申します。よろしくお願いします。最後の件でございます。お手元

の資料①と②でございます。教育委員会での計画につきまして、お手元の資料で世田

谷区教育ビジョン第３期行動計画の概要版とパンフレット、あと本文はコピーになっ

ています。世田谷区の教育委員会では、17 年３月に今後の 10 年間の教育の方向性を示

すということで世田谷区教育ビジョンを策定しています。今回が、第３期行動計画と

いうことですけれども、行動計画をたてて計画的な取り組みを進めております。 

 教育ビジョンでは、この資料にありますように、教育ビジョンが目指す世田谷区の子

ども像というものをここに規定しております。４つほどございますが全部をまとめて、

世田谷で育てる世界に羽ばたくこどもたちというこども像を理想、目標としておりま

す。 

 この資料の次ページ裏面を見ていただきたいと思います。世田谷区の特色ある取り組

みというところです。これにつきましては、第３期行動計画、教育ビジョンが始まっ

てから、１期も２期もそうですけれど、このＡ３の資料で示しております一番左の施

策の体系及び取り組み項目ですが、５つの施策を柱としております。ここに地域とと

もにこどもを育てる教育、未来を担う子どもを育てる教育、信頼と誇りを持てる学校

づくり、教育環境の整備、教育委員会の改革というこの５つの柱を中心に施策を進め

てきております。とりわけ世田谷区の特色ある取り組みということですけれども、最

初の柱の地域とともに子どもを育てる教育というのを一番大きな柱としております。

特色のある主な取り組みについて、若干説明させていただきます。１つは、地域が参

画する学校づくり、そして学校協議会および地域運営学校と書かれておりますけれど

も、学校協議会につきましては、先の阪神淡路大震災を踏まえまして、平成９年に全

国に先駆けて 96 校（当時）の全小中学校に学校協議会の設置をしました。その目的は、

児童生徒の健全育成、学校の教育活動の充実、何よりも大きい問題として地域防災・

防犯とこの３つを狙いとしています。学校を始めＰＴＡ、青少年委員、民生児童委員、

町会・自治会・商店会、警察署・消防署、まさに地域全体で総合支所とともに取り組

んでいる。現在でも取り組んでいる学校協議会でございます。地域運営学校につきま

しては、平成 17 年から法律の改正がありまして、保護者や地域の方が一定の権限と責

任を持って学校運営に参加するということで、文部科学省ではコミュニティスクール

と呼んでおりますが、平成 24 年４月現在 74 校、約８割で地域運営学校を設置してお

りまして、平成 25 年度中には全校指定を予定しております。こうした地域が子どもを

支えるシステム、これは全国的にも先進都市といえるかと思います。それから２つ目

の世田谷９年教育の推進でございます。３期行動計画でも副題として、「世田谷区９年
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教育の実現を目指して」としています。ここで、学校選択制の採用と小中学校の公教

育の発展ということです。学校選択制については色々と議論がございます。世田谷区

では、学校協議会での成果、あるいは震災対策等に鑑みまして、その地域の子どもは

その地域の学校と地域みんなで育てるという観点から平成 16年に学校選択制を採用し

ないと宣言しています。その世田谷の公立学校の教育の質の向上、例えば、教科日本

語の取り組み、才能の芽を育てる体験学習等を行っております。そういった公立学校

の教育の質の向上を図る。それから小中学校が一体となって、９年間の義務教育の質

を向上させるということからの世田谷９年教育の推進をしております。この世田谷区

９年教育の推進につきましては 29 の中学校がございます。この中学校と２ないし３つ

の小学校が一緒になって、29 のブロック、まなびやというものを設置しまして来年度

からこの９年教育を本格実施することを予定しております。こうした学校選択制を採

用せず、９年教育の推進と地域とともに子どもを育てる教育、これからの世田谷区に

とって、先見性のある長期的な世田谷の方向性を示すものであると考えております。

それから、安全・安心の学校施設の整備、これは昨年度に全区立小・中学校 94 校のす

べての耐震化を完了しています。昨年の地震においてもほとんど損害がありませんで

した。教育の情報化を支える環境整備、教育委員会の改革等が主な特徴です。 

 そして、今後進めていくべき取り組みということで何点か書いてございます。これは

すべて教育委員会の施策の今後の方向性ということですので、今日の話の論点であり

ます横断的な取り組みという切り口を入れて報告したいと思います。口頭になる部分

がありますが、お許しいただきたいと思います。地域とともに子どもを育てる教育の

更なる推進でございますけども、これは教育だけでなくて地域の地域力というのをど

う高めていくのか、地域力では地域コミュニティという切り口もあれば地域経営とい

う切り口もあるかと思います。そういったことから、今後どのようにして地域力を高

めていくのかということが大きな課題としてあります。教育委員会では 29 の学び舎の

確立ということで今後これをブロックとしていきます。世田谷区の地域行政というこ

とでは３層性で、27 出張所があります。今後長期的には、出張所との連携というのも、

課題はあるかもしれませんが一定の方向性として案ではないかと考えております。そ

れから３点目です。この資料の中では、東日本大震災を踏まえた持続可能な発展のた

めの教育（ＥＳＤ）の推進があります。先ほど、金澤部長からもありましたけれども

震災等大災害にどう対応していくのかということで現在、災害想定を行っていますが、

防災という観点からの切り口が非常に重要になるのではないのかと思います。学校が

今避難所となっていますが、今後学校の防災拠点としての機能の充実というものが大

きな課題となると認識しております。それから、持続可能な発展ということですが、

世田谷区の今後の財政運営においても持続可能な発展のための財政基盤ということを

キーワードにしております。第３期行動計画の中で、東日本大震災等を踏まえまして、

持続可能な発展のための教育（ＥＳＤ）の推進、ＥＳＤというのは概念としては決し

て新しい概念ではないのですが、education for sustainable development といいます。
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ＵＮＥＳＣＯで国内委員会が提言した概念ですけれどもこういった概念が今後重要に

なってくるのではないかと思います。世田谷区の３期行動計画の中では、このＥＳＤ

の推進として具体的に環境・エネルギー教育、社会性・国際性体験活動、あるいはキ

ャリア教育というところの推進を掲げています。こういった形で考えているところで

す。あとこの中では、最後の学校の適正配置の推進ということがございます。児童・

生徒は当分、増加となっています。世田谷区の現在の人口推計では、平成 35 年くらい

から減少傾向に転ずるのではないかという推測を現時点ではしております。とりわけ

世田谷区の場合は、環８の東と西で人口の偏在、児童・生徒の著しい偏在というもの

がございます。児童・生徒の偏在化に伴う、公立学校の適正化に伴う、場合によって

は学校の跡地の有効利用ということが出て参ります。最後に資料には書いていません

けれども、世田谷区の場合、教員の人事権が東京都にございます。これはかなり懸案

になっておりまして、世田谷区の取り組みを経験して深く理解し、さらにその進展を

担う人材の継続的な確保というのが非常に問われています。毎年、区立学校の教員は、

400 人ほどが人事異動で他区にいったりする状況があります。これはやはり世田谷区の

教育を、独自の教育を持っているという意味でこれは非常に問題になっております。

従いまして自治権拡充、制度改革という観点から、人事権委譲というのが課題として

あります。以上でございます。 

 

（大橋部会長）  

 はい、ありがとうございました。教育ビジョンと言いながらも、実は学校教育が中心

で、社会教育行政のことは全く触れられていません。スウェーデンなどもそうですけ

ど、あれだけの都市国家というのは住民の学習が非常に問われているわけですので、

今後 20 年経ったときに先ほどの健康事業との関係もありますが、本人がそういうこと

をどうしてゆくのかは非常に大きな問題であると聞いている中で感じました。 

 それでは大変長く、皆さんお疲れであるとは思いますが、一通り既存のビジョンに基

づいて課題を整理いただきました。冒頭でも述べましたが、他の部会よりもこの部会

はやや数や回数が多いかもしれませんが、第３回、第４回で今日聞いていただいたも

のを基にして集中的にご論議いただきたいと思っております。今日はあと 25 分しかあ

りませんので十分な議論ができないかもしれませんが、第３回、第４回でこんなこと

を論議したいということがあれば、是非ご発言をいただければありがたいです。事務

局の意見でやりとりをするのではなくて、委員同士でも深めたい問題提起をいただけ

ればありがたいです。 

 

（小林委員）  

 これからどう話し合いをしていくかに絡むかと思うのですが、私は第２部におりまし

て、産業や生きがいなどからすると今日の話の中で質問が２つあります。自殺率、自

殺の問題です。高齢者だけではなく中年の自殺率のことはどこの部署が把握されてい
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るのかということと、全体の中にニートについて子ども部の中に入っているのですが、

今日のお話の中でニートの若年労働力というのがあまりなかったのでその２点を質問

させていただいてよろしいでしょうか。 

 

（西田世田谷保健所長）  

 自殺対策につきましては、自殺対策協議会というものを設けてかなり突っ込んだ論議

をしております。世田谷区は大体毎年 150 人くらいの方が自殺でなくなりますけれど

も、人口割にすると特別区の方でも高い方ではございません。年代や自殺の原因など

については、今手元にございませんが資料としては保健所の方で持っております。 

 

（大橋部会長）  

 死亡率でいけば 20 代の層では自殺が一番多いです。全部を考えてしまいますと、がん

とか心疾患という話が出ますけれども、20 代ではそうではないということの特色を押

さえた対策が必要です。資料７で、ニートは家庭（個人）の上から２つ目ボックスに

ありますが、これはどなたがご存じですか。 

 

（萩原子ども部長）  

 年齢の区分で不登校ですとか、引きこもり、ニートという括りをしております。これ

を個別に子ども部で対処している訳ではございませんが、こういった年代にはこうい

う課題があるということで、私どもも様々な相談機能、支援機能をもって総合的な意

味ではこういう括りを策定しております。それから青少年、特に様々な引きこもりで

すとか発達障害などに対し、本年度、産業政策部門と連携をしまして、そういう課題

を抱えた方を就労支援というのを広い領域で取り組んでいこうということを始めたと

ころでございます。 

 

（大橋部会長）  

 家族機能の変化に伴って、親が要介護の状態、特に認知症で、40、50 歳の息子と同居

していて閉じこもりというのが全国的に深刻になってきているので、それが 10 年後、

20 年後どういうふうになるのか、それが都市部でも相当出てくるのか、その辺の論議

は、頭に入れておく必要があるかもしれません。 

 

（森田副部会長）  

 今、資料７を見ながら各部長のお話を聞かせていただいて、先ほど委員長の方から 15

歳～18 歳の学校のところが抜けているとありました。全体を聞いていて思いましたの

は、今日の話は多数の人たちの施策という形で時間が限られているためにそういった

話になったのだろうと思う一方で、例えば、学校のところで言えば私学というのがこ

の世田谷の中で９年教育というのを目指しながら、しかし私立中学校に行っている子
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どもたち、あるいは高校以降の私立学校の子どもたちの支援をどう考えるのか。外国

人の方たちの暮らしの問題、あるいは少し今出ました、働かない・働けないというよ

うなことで起きてくる貧困の問題、あるいは、ここには今回まったく出てこなかった

のですが、司法福祉ですとか、厚生保護といわれるようなこの世田谷の中にも多数、

少年院や刑務所からまた戻ってくる方たちの問題等があります。社会というのがいっ

たいどうやってこの方たちを受け入れていくのかという問題が相当量あるわけです。

おそらく男女共同参画と同じように暮らしやすさの中に、例えば、厚生保護の問題や

外国人の方々との共生の問題ですとか、貧困の方々との共生の問題とか、こういった

問題が全体の中に入りながら、この 20 年間というのを見通さなければならないのだと

感じました。 

 その中から先ほど、会長がおっしゃったような学校教育というところの問題で感じた

のが、今、市民性の養成、市民性をどう育てていくのかということが改めて 21 世紀社

会の中での大きな課題です。私は世田谷区子ども・青少年問題協議会の委員をさせて

いただいているが、この中では非常に大きい課題であると捉えております。区民の方

たちがどういうふうに、様々な課題を抱えている方たちと一緒に暮らしていくのかと

いうことをなくしては、ノーマライゼーションとか自殺の問題、ニートの問題、さま

ざまな問題を抱えている家族、家庭と社会がどういうふうに役割を共有していくのか

ということについて語りきれないのではないのかと思っています。特にこれは 20 年後

というよりも今すぐの問題としてありながら 20 年後に向けてこういった仕組みを社会

の中に作っていかなければならない課題と思っております。 

 

（上野委員）  

 資料７の 60 から 65 歳の健康な人たち、病院にもかからないし、民生委員のお世話に

もならない人たち、一般的な初老の方、老人という方たちの区の取り扱い方はどうい

うふうにするのか疑問に思いました。先ほどおっしゃっていましたＤＶに走る方は、

定年を迎えて生き場がなくなったというのもありますし、お酒に走って健康面に害し

て保険にかかって医療費の問題とかもあります。その辺の方たちを区としてどのよう

に見ているのかと思います。 

 

（大橋部会長）  

 人生 100 歳時代に 60 歳はまだ半分です。65 歳になったときどういうライフスタイルに

したらいいのか見通しが持てていなく、放り出されています。そういったことは我々、

20 年後に向けて考えておかなければなりません。 

 

（板谷地域福祉部長）  

 やはり団塊の方が地域に帰るということで、色々期待をされています。そういった方

たちが健康であってもどのように地域に溶け込んでいくか。今まで会社人間であった
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人たちですから。区としては情報提供やふれあって体験する場を創り出すことは大切

ですし、先ほど市民力っていう話もありましたが、今後は高齢社会の中で、どういう

ふうに市民としてマインドを持って、どういう風に地域を支えていく方になっていく

か、そういう中で何が大切であるとかを感じていただければ、地域も活性しますし、

人生も豊かになると感じ取れるように進めていきたいと考えています。 

 

（大橋部会長）  

 保健・健康教育の部分と男女共同教育の部分と社会教育の部分と全体に考えて教育ビ

ジョンを考えなければならないが全く欠落している。そのことが一つ浮かび上がって

きた。 

 

（宮本委員）  

 子育て支援のことでお伺いしたいのですが、私は今、子どもが小学校２年生で、生ま

れて仕事を辞めて育児に専念してきました。実は小さい子どもと接することがないま

ま大人になって、主婦になって子どもと相対したときどう育てていいか全く分からず、

６年間がっぷり四つに組んでやっと最近親になれてきた気がしています。はたまた今、

共働きの方が増えてきて、いつ親になれるのだろうという部分で、もしかしたら世田

谷区は一生懸命保育施設を整備するかたわらで、親になるという、子育てとか育児と

かはキーワードは親が握っていないといけないと思うのですが、それが行政丸投げみ

たいに、子どものことを全くわかっていない親という問題も表裏一体として問題にな

ってくるのではないかと思います。宮田委員、佐藤次長、現状、ひずみみたいなもの

が増えてきていたら事例などをお聞きできたらと思います。 

 

（大橋部会長）  

 先ほど家庭科の男女共修の話をしましたが、その中で保育園に行くとか、学童保育に

行くとか、あるいは羽根木のプレーパークで一緒に遊ぶとか、子どもと接する経験な

いままに肉体的に大人になってしまうという問題がある。昔はほとんどの家庭の中で、

地域の中であったけど、できないから教育として何か組織的にやらざるを得ない、そ

の辺りの問題は大きいかもしれない。特に世田谷っ子っていうのを育てるのであれば

世田谷に愛着を持つということを含めて、システムを変えないとならない。 

 

（宮田委員）  

 私は世田谷の小学校の方でＰＴＡ連合教育会の会長をさせていただいています。保護

者が勉強する、子育てについてでもあり、家庭での子育て、また学校での子どもの支

援ということで、現場では様々な研修会や親同士の交流の場を持つことが、学校だけ

でなく 64 校の公立のブロック、または 64 校全体という中で教育委員会とも共催して

研修会をさせていただいています。地域とともに子どもを育てるということを世田谷
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区で強く持ち出しているのですが、まさに学校の中でも地域の方、年齢問わず小中そ

れからお年寄りの方から昔遊びを教えていただくなど、ふれあいの場を通しながら地

域で子どもを育てていけば、その中で地域の温かみを子どもが体で覚えることができ

る。そういったことで世田谷区の良さを知っていただき地域に根付いていただけたら、

地域性というのが自然と身につくと思います。先ほど、森田副部長がおっしゃった私

学については、公立はそういったつながりが持ちやすいのですが、私学になると対応

は考えた方がいいと思います。 

 

（大橋部会長）  

 前々回の全体会で話に出ましたけど 20 年後といったとき、今の学校教育の制度を前提

にして考えるのかどうか、それ自体が変わってしまうのか。例えば世田谷区の場合、

コミュニティスクールとか学校協議会という先進的な取り組みをしていますが、それ

を拡充すれば問題解決になるのか。もっと地域教育行政というのを強く出さないと子

育てがうまくいかないのか。それは教育委員会の改組の問題も含めて、どうしても教

育行政というと学校中心になってしまうが、実は地域で子育てといったら子ども部も

含めてその辺の仕組みを変えなくてはいけないという論議は 20年後を考えたときにや

っておかなければいけない課題であると思います。是非また論議を深めてください。 

 それから地域の色々な力というと、大森委員、世田谷区で民生委員さんがまだ充足し

切れていないということで、そういう意味ではどうなのでしょうか。 

 

（大森委員）  

 民生委員・児童委員は全国で約 23 万人いるのですが、全国が 23 万区域に分かれてい

ると解釈してもよいと思います。世田谷においては 662 名の民生委員が定数なのです。

その内、民生委員・児童委員が 566 名。主任児童委員が 56 名ということは 566 区域に

なっているということです。世田谷区は５総合支所がありますが、その地域性におい

ても、下北沢駅の所在地区と三軒茶屋駅の所在地区の商業地域性、あるいは烏山駅の

所在地区の寺町地域性、二子玉川駅の所在地区のスポーツ文化地域性の特徴があると

思います。各地域、そして、地区があるとするならば、27 出張所、まちづくりセンタ

ー、等の区割りが良いものかどうか、そのバランスを考えることも一案だと思います。

厚生労働省が区域をつくっていただいているならば、福祉活動をしている現場担当者

としては、参考にしていただいたらよいと思っています。数字的なものを共通の認識

に挙げていただき、充足していない、民生委員のなり手の問題を考えたいとも思いま

す。 

 

（大橋部会長）  

 厚生労働大臣から委嘱をされて民生活動をするわけですが、その民生委員のなり手が

今ない。委嘱されてもなり手がない。委嘱されるからやらないのではなくて、放って
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おけば地域づくりをやるかという問題が残っているとしても、先ほど森田副部会長が

言いましたが、保護士、非行少年といた問題を扱ってくれる方々のなり手も今十分に

ない。その中で抽象的に地域づくりといってＮＰＯとか言葉は出てくるけれども本当

にやれるのかどうか。今大森さんがいわれている、どの地域でどういう人たちが地域

づくりを支え手になってくれるのか、それと行政との協働関係はどうなっていくのか

というのは区民の暮らしを守っていく上では非常に大きな問題となっている。最後に、

田中委員。指名してまって申し訳ないのですが。 

 

（田中委員）  

 今日は色々な計画を聞いたのですが、率直に申し上げまして私も前回一つ一つの計画

を聞くよりは、もっと大局的に構想を考えた方がいいのではないかという意見は申し

上げさせていただいたところです。本日のことを否定するわけではないのですが、基

本構想と、その後、基本計画と実施計画ができてくると思うのですが、計画と構想の

違いというのをもう一度確認した方がよいのではないかと思いました。これは私の個

人的な意見ですが、究極の構想のイメージとしては、例えば一つ一つ課題を言ってい

くと本当にきりがない大変な分野にわたってたくさんあるわけです。それを一括りに

考えたらどうかと思ったときに、大震災、首都直下型地震がきても死なないまちをつ

くる、助かる・助けてもらえるまちをつくる、その中には障害があっても高齢者の方

でも外国人でも、弱い子どもでも、私学に行っている子どもでも、色々な情報が行き

渡り、そして助けてもらえる。そして、その後、復興が速やかにできるまちづくり・

地域づくりということが必要なのかなという風にイメージとしては思います。そうい

うところを捉えた上で、じゃあ、その障害者も助かるためにはどういうまちづくり、

どういうものが課題なのか、とか、外国の方や、私学に行っている子どもにどういう

情報提供が行けばそういう安全・安心のまちづくりができるのか、そういう視点があ

ったらもっといいのかな、と思います。この分野では小中学校というのもハード面で

一つの大きな柱です。何かあったときには避難所になる場所です。災害時に避難所で

の女性の被害、デートＤＶの話もありましたが、災害時の避難所での女性の受けてい

る被害というのはあまり報道されないのですが大変な被害が起きていることもありま

す。そういうものを防ぐという視点も必要です。あと避難所、あるいは仮設住宅にな

ったときの自殺者をどう防ぐとか。日常の自殺対策を私は議会でもかなりやってきて

いるのですが、災害時にもっと確率が高くなるだろうという心配もあるので、そうい

った場合ですとか、高齢者で引退した方たちは災害時にはどんな風に役立てるのか、

というところに自分をおいて、何かできることを今から考えましょうという取り組み、

この部会ではないのですが、災害時というときに道路整備がきちんとされていなけれ

ば助からないし、公園というのは日頃子どもたちが遊ぶ場所ですが、延焼を防ぐとい

う大きな役割もある、とか、大局から見てここの分野だけじゃないまちづくりの視点

も入れていきながら考えられないのか。構想というのは究極のところ区民が安心して
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安全で財産と命を誰もが守ってもらえるようなまちづくりを考えたいというのが個人

的な意見です。 

 

（大橋部会長）  

 先ほどの風間委員の質問にも答える形になりますが、前回私も、全体会で目指すべき

方向や考え方は何なのかを大枠でも話しあっておかないと部会の議論が難しいという

話をお願いしている。事務局でまた森岡会長とご相談をいただいた方がいいと思いま

す。 

 ただあまり抽象的にばっかり言ってもしょうがないので、軸足をどこにおきながら、

なおかつ基本構想をどうするか、田中委員さんがおっしゃった基本計画・実施計画の

レベルと望むべきビジョンとしての基本構想とはちょっと違うというその辺の論議が

まだ煮詰まっていない。全体会１回やって部会に分かれてしまった。そして、全体会

では報告で、部会で議論ということなので、全体的にどうするかというのがあるかと

思っています。そういうことが、風間委員が言いたかったことなのではないかと思い

ます。 

 

（風間委員）  

 今日の後半もそうですが、田中委員もおっしゃるように課題を洗い出したら些細なこ

とも含めたくさん出てきてしまいます。これから財政がどうなっているか分からない

状況の中で全部やっていくとかそういう細かい話をする場ではないと思います。です

ので、どういったことから優先的に特に第３部会のテーマにおいては取り組んでいく

べきなのかというのが今後、課題を確認しあっていくことよりも目指すべき将来像、

世田谷区として優先順位として第３部会の領域においてはどこをどう大切にしていく

のかの話、それは先ほど田中委員がおっしゃっていたことに通じます。テーマでそう

やって優先順位を構想審議会の中で決めて行くべきことなのかなと思います。今、大

橋部会長がおっしゃっていたように一回、全体会の方でというのも、あれだけ人数が

いるとなかなか難しいことだと思いますので、第３部会に関しては部会長の仕切りの

元でそういったことを今後やっていってもらえればと思います。 

 

（大橋部会長）  

 ありがとうございます。大体同じ方向で、20 年後を見通した課題と書いてありますが、

課題と同時に見通すビジョンがなければいけない訳で、第３部会全体の横断的な課題

と既存の枠にとらわれない検討ということで次回少し論議をいただきたいと思ってお

ります。 

 他の部会にも言わなくてはいけないことが、今日、ずいぶん出てきており、あえて私

も意識して喋ったのはそこです。そういったのを、風間委員が言われたように全体会

は人数が多いとなかなか喋りづらいとすれば、第３部会から積極的に問題提起をして
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いくという論議をしていくつもりです。 

 

（小林委員）  

 私は、福祉関係はあまり詳しくないのですが、今日の資料７を見させていただいて、

よく大学でやる色々なものを重ねて検証するという方法だと思いました。本当にたく

さんの項目がありながら結構抜けている部分があるというのは、森田先生のご指摘の

通りです。このデータベースとしての作業は今後考えるときに基礎になると感じまし

た。 

 一方、出口のところでは、田中委員の言われたようにシミュレーションが必要だと思

いました。例えば、直下型があったときに私たちは生き残れるのかというようなこと

です。考え方としては出口型の考え方も非常に重要だと思います。あとは横に、どう

いう風に生きがい、まちづくりなどとつなげるかということが重要かと思いました。

今日は若干疲れましたけど勉強になりました。 

 

（大橋部会長）  

 感想を言っていただきありがとうございました。それでは今日のところはお終いにし

て、次回、次々回と皆さん精力的にご意見をいただきたいとことでよろしくお願いし

ます。 

 事務局、何か事務連絡ありますか。 

 

（事務局・田中政策研究担当課長）  

 どうもありがとうございました。今後の日程の確認だけさせていただきます。次回に

ついては、先にお知らせしてあると思いますが、５月 30日水曜日の午後６時から８時、

今日と同じ時間帯で、今回は場所が三軒茶屋の産業プラザというところの会議室です。

１回目をやったところです。第４回についてですが、日程を部会長・副部会長と調整

させていただいて、会場の都合もありまして、６月 29 日金曜日にさせていただきたい

と思っています。あらかじめ、ご予定いただければと思います。よろしくお願いいた

します。 

 

（大橋部会長）  

 これで今日はお終いにしたいと思いますが、ご出席いただいた各部長ありがとうござ

いました。各委員、傍聴の方々、皆様どうもご苦労様でした。それではこれでお終い

にします。ありがとうございました。 

 

午後８時閉会 
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